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市によると、上水道料金

は１９９６年に値上げして

以降、本格的な改定はなく、

県内鯰市で３番目に低い。

一方、積立金や引当金、施

設の減価償却に伴う留保資

金などの内部留保が約８‐億

円に上る一方、借金は約３

０００万円しかなく、経営

状態は極めて良好だ。

自治体の水道事業はず地

方公営企業法に基づき、独

立した企業会計で行うのが

原則で、内部留保を自由に

処分はできない。ただ、同

円という大きな額は極めて

異例とみられる。・

今回の措置の背景にはず

自治体間で水道事業の経営

リア｝では、２０２１年１

月の覚書締結を目指しず協

議が進む。「市によると、５

月に示された覚書案では、

一借金がほぼない大和郡山

市にとっては

， ‐‐‐ 、他自治体の

マィナスの資産〈借金Ｙの

埋め合わせに― 、「市民の財

産｝である貴重な内部留保

が使われることになりかね

ない¨そのためい覚書案の

判明を受けｏ資産を守るた

め法的に可能な措置を取つ

た形だ０市は「大和郡山市

化への参加はイコールでは

ない」とし、料金の見通し、

一資産の

‐
取り扱いなどの参加

一条件↓防災面などさまざま

一な観点から今後ヽ参加、一不

参加の検討を本格化させ

る゛■●．　　●

上田市長は６月定例市議

会で、「法駒に許されるギ

リギリの範囲での判断。一市

内
部
留
保
か
ら
28億
円
を
確
保

約
20億
円
を
二
般
会
計
に
移
す
決
定
を
し
た

大
和
郡
山
市
の
上
下
水
道
部
庁
含
 |

・大和郡山市はハ水道事業の貯金（内部

留保）約８‐億円のうち約
２
８億円を市本体

の財布である「〓般会計」に移すことを

決めた「５年後の県域水道一体化をにらみ、「県

内市町村で抜きんでて良好な経営」（上田清市

長）で蓄えた貯金の一部を事実上、市の財産と

して確保した形だ。全国的にも珍しい措置とみ

られ、市町村の水道資産の取り扱いなど、今後

の一体化議論に一石を投じる行動として注目さ

れる。　　　　　　　　　　　　【熊谷仁志】

法施行令２４条で
，
特定目的

で利益を積み上げた積立金

はヽ議会が承認すればヽ目

的外使用が可能。この規定

に基づき、建設改良積立金

約２８億円（２０１８年度末）

を繰り出しい一般会計に新

設する都市基盤整備基金に

移すことが６月定例市議会

で認められた¨

水道など唱胎体の企業会

計で、赤字補填などで一般

会計から繰り入れるケトス

は珍しくないが、その逆の

繰り出しは少なく、約
２
８億

全国的にも珍しい措
．
置

状態に大きな差がある現状

・
があるで■体化構想で大和

郡山市を含む「県営水道エ

自治体の水道資産は全て新

一しい経営体（企業団）に引き

継ぐとされているという。

民が納得できるル■ル作
‐‐ り

が必要｝Ｌ平準化を検討す

べきだ」と資産０取り扱い

について見直しを求めてい

る。　　　　　　　　　　・

市の水道水は現在、市内

２カ所の浄水場の水と県営

水道水を半分ずつ使ってい

る一一体化により「県営水

道エリア」は将来的に３カ

所の大規模浄水場に集約さ

れる見通しでヽ市の浄水場

一はいずれ廃止されることに

，
なるずしかし、地下水をく

み上げる市の浄水場は地震

など災害に比較的強く
，
自

己水源の確保は危機管理上

も必要との見方もある“

●市は一覚書の締結と一体

騨肛夢卜よに計

場でこれからも努力してい

く」ｔ

‐‐‘
強柵

‐
したず．　　一

県域水道一体化

ml

一」勢い̈枷］】摯̈ 口減による水需要の減少ヽ

施設更新費の増大など水道

事業の課題を解決し
，
業務

畔鶉鯰鐵

営水道エリア」としい２‐ ‐年

■月にす体化検討開
‐
始の覚

書を締結い２４年度に企業団

詭覇贖型麗瘍時

る。一〓一　一―　．
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